
              

 

26
日
（
月
）
晴
れ
渡
る
空

の
下
、
総
監
部
庁
舎
前
に
お

い
て
、
隷
下
部
隊
の
指
揮
官

を
は
じ
め
と
す
る
隊
員
約 

４
０
０
名
が
参
列
し
て
野
澤

総
監
の
着
任
式
が
厳
粛
に
挙

行
さ
れ
た
。 

 
着
任
式
に
引
き
続
き
行
わ

れ
た
記
者
会
見
で
は
、
８
社

10
名
の
報
道
関
係
者
の
取
材

に
対
応
し
た
。 

２０１９年９月１３日発刊号 中部方面隊広報紙 第１２１号 （１） 

方
面
総
監
統
率
方
針 

任
務
完
遂 

陸
上
自
衛
隊 

中
部
方
面
総
監
部
広
報
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〒664 
-0012 

兵
庫
県
伊
丹
市
緑
ヶ
丘
7-

1-

1 

電
話
：
０
７
２
（
７
８
２
）
０
０
０
１ 

発 行 所 

第
35
代
中
部
方
面
総
監 

岩
屋
防
衛
大
臣 

視
察 

守
山
駐
屯
地 

 

令
和
元
年
８
月
23
日
（
金
）
付
で
第
35
代
中
部
方
面

総
監
野
澤 

真
（
の
ざ
わ 

し
ん
）
陸
将
が
着
任
し
た
。 

野
澤
陸
将 

着
任 

慰霊碑への献花 

巡 閲 

 

中
部
方
面
隊
（
第
10
師

団
）
は
、
７
月
30
日
（
火
）
、

守
山
駐
屯
地
に
お
い
て
岩
屋

防
衛
大
臣
の
視
察
を
受
け
た
。 

 

防
衛
大
臣
は
、
献
花
・
黙

祷
を
捧
げ
、
儀
仗
隊
に
よ
る

出
迎
え
を
受
け
た
後
、
第
10

師
団
長
（
鈴
木
陸
将
）
に
よ

る
状
況
報
告
に
よ
り
、
三
重

県
い
な
べ
市
な
ど
で
発
生
し

た
豚
コ
レ
ラ
に
関
す
る
災
害

派
遣
状
況
等
に
つ
い
て
把
握

さ
れ
た
。
ま
た
、
派
遣
時
に

着
用
す
る
タ
イ
ベ
ッ
ク
ス

ス
ー
ツ
を
着
た
隊
員
を
直
接

実
視
し
、
現
地
活
動
の
現
状

等
を
確
認
さ
れ
た
。 

 

駐
屯
地
隊
員
へ
の
訓
示
で

は
、
豚
コ
レ
ラ
へ
の
度
重
な

る
対
応
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と

と
も
に
、
自
身
に
課
せ
ら
れ

た
責
務
の
重
さ
を
認
識
し
、

職
務
に
精
励
す
る
こ
と
へ
の

期
待
を
述
べ
ら
れ
た
。 

訓 示 

着
任
の
辞
（
要
旨
） 

 

我
が
国
を
取
り
巻
く
安

全
保
障
環
境
は
、
周
辺
国

に
よ
る
軍
事
活
動
の
活
発

化
も
あ
り
、
依
然
と
し
て

不
透
明
・
不
確
実
で
あ
る
。 

加
え
て
、
昨
年
７
月
の
豪

雨
災
害
な
ど
、
想
定
外
と

い
わ
れ
る
よ
う
な
災
害
も

頻
発
し
て
い
る
。
さ
ら
に

方
面
管
内
で
は
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
の

発
生
も
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
の

中
で
も
、
我
々
は
常
に
与

え
ら
れ
た
任
務
を
迅
速
・

確
実
に
遂
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、

私
は
「
任
務
完
遂
」
を
統

率
方
針
と
し
、
こ
れ
を
成

し
遂
げ
る
た
め
「
改
善
・

進
歩
」
と
「
地
域
と
の
連

携
」
の
２
点
を
要
望
す
る
。 

 

そ
し
て
、
私
自
身
が
諸

官
の
先
頭
に
立
っ
て
「
任

務
完
遂
」
の
た
め
に
全
力

を
尽
く
す
こ
と
を
こ
こ
に

約
束
す
る
。 

状況報告 

記者会見 



              

２０１９年９月１３日発刊号 中部方面隊広報紙 （２） 

第
３
師
団 

「１２．７mm重機関銃射撃 佐多対空射撃場」 

  

第
10
師
団 

第
13
旅
団 

第
14
旅
団 

第
３
師
団 

第
13
旅
団 

第１０師団（８月１０日～１３日） 

災害 
派遣 

豚
コ
レ
ラ
（
三
重
県
い
な
べ
市
） 

第１０師団   「約４,０００頭を殺処分」 

「短ＳＡＭ・近ＳＡＭ射撃 静内対空射撃場」 

対

空

実

射

訓

練 

第３師団（８月１６日～２４日） 

「
携
帯
地
対
空
誘
導
弾
射
撃 

六
ヶ
所
対
空
射
撃
場
」 

第10師団 第14旅団 

 
 

 
第
３
師
団
（
師
団
長 

田
中
陸
将
）
、
第
10
師
団
（
師
団
長 

鈴
木
陸
将
）
第
13
旅
団
（
旅
団
長 

山
根
陸
将
補
）
及
び
第
14

旅
団
（
旅
団
長 

小
和
瀬
陸
将
補
）
は
、
各
々
与
え
ら
れ
た
期

間
、
隷
下
部
隊
の
対
空
実
射
訓
練
（
短
Ｓ
Ａ
Ｍ
・
近
Ｓ
Ａ
Ｍ
）

を
静
内
対
空
射
撃
場
（
北
海
道
）
で
実
施
し
た
。 

 

射
撃
練
度
の
維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
た
本
訓
練
を
通
じ
て
、
隊
員
達
は
、
日
頃
か
ら
非
実
射
訓
練

を
通
じ
て
鍛
え
て
き
た
射
撃
練
度
の
更
な
る
向
上
を
実
弾
射
撃

に
よ
り
図
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

第
３
師
団
（
師
団
長 

田
中 

陸
将
）
及
び
第
13
旅
団
（
旅
団

長 

山
根
陸
将
補
）
は
、
各
期

間
に
お
い
て
、
佐
多
対
空
射
撃

場
（
鹿
児
島
県
）
で
対
空
実
射

訓
練
（
Ｈ
Ｍ
Ｇ
）
を
実
施
し
た
。 

 

本
訓
練
は
、
対
空
射
撃
練
度

の
維
持
・
向
上
を
目
的
と
し
て

実
施
さ
れ
、
所
望
の
成
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

第
10
師
団
に
所
属
す
る
第
33
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長 

石
原
１
佐
）

は
、
三
重
県
い
な
べ
市
で
発
生
し
た
豚
コ
レ
ラ
に
対
す
る
三
重
県
知
事

か
ら
の
災
害
派
遣
要
請
を
受
け
、
7
月
24
日
（
水
）
か
ら
師
団
管
内
で

今
年
度
７
回
目
と
な
る
災
害
派
遣
を
実
施
し
た
。 

 

５
個
班
（
約
１
７
５
名
）
を
編
成
し
、
24
時
間
態
勢
で
約
４
千
頭
の

殺
処
分
活
動
を
実
施
し
、
７
月
27
日
（
土
）
三
重
県
知
事
か
ら
の
撤
収

要
請
を
受
け
、
支
援
活
動
を
終
了
し
た
。 

 

豚の運搬を実施する隊員 

個人除染をする隊員 

第１３旅団（８月１４日～１７日） 第３師団（８月１１日～１４日） 

第１４旅団（８月９日～１５日） 

 

第
10
師
団
（
師
団
長 

鈴
木

陸
将
）
及
び
第
14
旅
団
（
旅
団

長 

小
和
瀬
陸
将
補
）
は
、
各

期
間
に
お
い
て
、
六
ヶ
所
対
空

射
撃
場
（
青
森
県
）
で
対
空
実

射
訓
練
（
携
帯
Ｓ
Ａ
Ｍ
）
を
実

施
し
た
。 

第１０師団（７月２７日～３１日） 

第１４旅団（８月６日～１１日） 

第１３旅団（８月６日～１２日） 

 

本
訓
練
は
、
携
帯
地
対
空
誘

導
弾
装
備
部
隊
の
射
撃
練
度
の

維
持
・
向
上
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
、
所
望
の
成
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。 



２０１９年９月１３日発刊号 中部方面隊広報紙 （３）  

青
野
原
駐
屯
地
（
駐
屯
地
司

令 

小
山
１
佐
）
、
姫
路
駐
屯

地
（
駐
屯
地
司
令 

堀
川
１

佐
）
は
、
７
月
29
日
（
月
）
原

田
防
衛
副
大
臣
の
視
察
を
受
け

た
。 

 

副
大
臣
は
、
駐
屯
地
司
令
に

よ
る
状
況
報
告
に
引
き
続
き
、

中
Ｓ
Ａ
Ｍ
器
材
の
展
示
説
明
、

高
射
特
科
群
及
び
高
射
中
隊
が

行
う
対
空
作
戦
・
戦
闘
要
領
の

展
示
説
明
を
受
け
ら
れ
、
自
ら

も
射
撃
統
制
装
置
の
操
作
を
体

験
さ
れ
、
中
Ｓ
Ａ
Ｍ
の
高
い
能

力
及
び
駐
屯
地
所
在
部
隊
の
現

況
を
実
視
さ
れ
た
。 

 

姫
路
駐
屯
地
で
は
、
慰
霊
碑

へ
の
献
花
、
記
念
撮
影
、
状
況

報
告
に
引
き
続
き
、
対
空
・
火

力
戦
闘
要
領
の
展
示
説
明
、
大

型
車
の
試
乗
体
験
を
通
じ
て
、

駐
屯
地
所
在
部
隊
の
現
況
を
体

感
さ
れ
た
。 

慰霊碑への献花（姫路駐屯地） 隊員との懇談（姫路駐屯地） 

 
 

 

ま
た
、
隊
員
と
の
懇
談
で
は
、

副
大
臣
自
身
の
思
い
出
や
、
自

衛
官
及
び
自
衛
隊
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
に
つ
い
て
発
言
さ

れ
、
災
害
派
遣
活
動
に
つ
い
て

も
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
ら

れ
た
。 

第３４代岸川総監 離任 

 

金
沢
駐
屯
地
（
駐
屯
地
司
令 

梨
木
１
佐
）
は
、
令
和

元
年
７
月
30
日
（
火
）
、
鈴
木
防
衛
大
臣
政
務
官
の
視
察

を
受
け
た
。 

 

政
務
官
は
、
献
花
、
地
点
指
示
、
状
況
報
告
に
引
き
続

き
、
営
内
隊
員
の
居
住
環
境
等
を
確
認
さ
れ
、
金
沢
駐
屯

地
の
現
況
を
把
握
さ
れ
た
。 

 

８
月
７
日
（
水
）
伊
丹

駐
屯
地
及
び
川
西
駐
屯
地

は
、
隊
員
相
互
の
団
結
強

化
、
隊
員
家
族
及
び
地
域

住
民
と
の
交
流
を
深
め
る

た
め
、
伊
丹
駐
屯
地
に
お

い
て
合
同
で
納
涼
夏
祭
り 

を
行
っ
た
。
開
門
と
同
時
に

近
傍
か
ら
約
５
，
５
０
０
人

に
及
ぶ
大
勢
の
家
族
連
れ
が

訪
れ
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
や

盆
踊
り
、
夜
店
等
、
子
供
か

ら
大
人
ま
で
夏
の
夜
の
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。 

 

８
月
21
日
（
水
）
、
伊
丹
駐
屯
地
に
お

い
て
第
34
代
中
部
方
面
総
監
岸
川
陸
将
の

離
任
式
が
行
わ
れ
た
。 

 
岸
川
総
監
は
、
平
成
29
年
８
月
着
任
以

来
、
「
任
務
の
完
遂
」
を
統
率
方
針
と
し
、

「
生
々
躍
動
」
を
要
望
し
て
、
『
Ｏ
ｎ
ｅ 

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
！
「
心
一
つ
に
！
」
』
を
合
言

葉
に
「
今
日
に
即
動
し
、
明
日
に
備
え
る

強
靭
な
中
部
方
面
隊
の
創
造
」
に
尽
力
さ

れ
た
。 

 

こ
の
間
、
防
衛
・
警
備
任
務
、
30
回
に

わ
た
る
災
害
派
遣
任
務
、
３
回
の
国
際
平

和
協
力
活
動
等
、
多
大
な
成
果
を
収
め
、

８
月
23
日
（
金
）
付
を
も
っ
て
、
約
40
年

に
わ
た
る
自
衛
隊
勤
務
を
全
う
さ
れ
た
。 

 

岸
川
総
監
は
、
離
任
式
で
、
こ
れ
ま
で

勤
務
し
て
き
た
先
輩
・
同
僚
・
後
輩
等
全

て
の
人
へ
の
【
誇
り
と
感
謝
】
、
中
部
方

面
隊
へ
与
え
ら
れ
て
い
る
役
割
に
引
き
続 

儀じょう 

見送り 

              

器材展示・説明（青野原駐屯地） 

 
原
田
防
衛
副
大
臣 

視
察 

 

青
野
原
・
姫
路
駐
屯
地 

金
沢
駐
屯
地 

 

鈴
木
防
衛
大
臣
政
務
官 

視
察 

伊
丹
・
川
西
駐
屯
地
合
同
納
涼
夏
祭
り 

伊
丹
駐
屯
地 

き
応
え
る
こ
と
へ
の
【
期
待
】
、
隊
員
に

【
忠
恕
】
・
【
任
重
く
道
遠
し
】
の
自
覚

を
促
し
て
、
約
３
０
０
名
の
総
監
部
勤
務

者
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
見
送
ら
れ
た
。 

大盛況のじゃんけん大会 離任行事 

献 花 

営内巡視 



              
地本のチカラ 

ふ ぁ み さ ぽ 通 信 （連載：第３３回） 

（４） ２０１９年９月１３日発刊号 中部方面隊広報紙 

中部方面後方支援隊 

（桂駐屯地） 
最先任上級曹長 

准陸尉 
二井本 浩司  

自衛隊応援団長の日 

ＣＳＭの提言 

（連載第１４回 ：島根地本） 

Ｇｉｒｌ’ｓイベント参加者の皆様 

 
 

 

関
西
補
給
処
は
、
京

都
府
南
部
（
宇
治
市
）

に
位
置
し
、
「
宇
治
市

を
含
む
６
市
１
町
」
の

家
族
支
援
施
策
を
担
任

し
て
お
り
、
平
成
27
年

か
ら
「
京
都
府
自
衛
隊

家
族
会
」
と
連
携
を
開

始
し
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
京
都
府
内

に
所
在
す
る
４
コ
駐
屯 

関
西
補
給
処 

 

そ
の
冒
頭
の
部
分
で
彼
は
、
「
今
こ
こ
に
い
る
卒
業
生
一
人
一
人
が
、

た
っ
た
10
人
の
人
生
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
ま
た
、
10
人
の

人
生
を
変
え
る
心
掛
け
を
５
世
代
が
持
ち
続
け
れ
ば
、
８
億
人
の
人
生

を
変
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
誰
で
も
起
こ
せ
る
こ
と
だ
。
」
（
要

約
）
と
語
っ
た
。 

 

我
々
、
最
先
任
上
級
曹
長
に
求
め
ら
れ
る
資
質
の
中
に
「
感
化
力
」

が
あ
る
。
そ
れ
は
隊
員
一
人
一
人
に
対
し
て
何
ら
か
の
影
響
力
を
与
え
、

考
え
方
や
行
状
を
変
え
る
能
力
で
あ
る
。
一
度
に
多
く
の
隊
員
を
感
化

す
る
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、
何
か
の
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
や
、
時
に

辛
抱
強
く
隊
員
と
接
し
、
会
話
し
て
い
く
こ
と
で
、
い
ず
れ
そ
の
思
い

が
伝
わ
り
、
何
か
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
こ
の
ス
ピ
ー
チ
を
聴

き
強
く
感
じ
た
。
人
の
気
持
ち
を
変
え
る
こ
と
や
考
え
を
同
調
さ
せ
る

こ
と
は
、
た
や
す
い
こ
と
で
は
な
い
。
身
近
な
誰
か
か
ら
少
し
ず
つ
伝

え
、
浸
透
さ
せ
、
部
隊
・
隊
員
の
思
い
が
一
つ
に
な
れ
る
よ
う
、
階
級

や
地
位
に
よ
る
強
制
力
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
の
人
間
力
で
人
を
感
化

で
き
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
思
う
。 

「
感
化
力
」 

「令和」 
～Beautiful Harmony～ 中

部
方
面
隊 

創
隊
59
周
年
記
念
行
事 
告知 

 

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長 

高
橋
１
佐
）
は
、
令
和
元
年
８
月
４

日
（
日
）
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地
に
お
い
て
、
女
性
限
定
「
Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
’
ｓ
イ

ベ
ン
ト
」
を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
女
性
対
象
者
及
び
保
護
者
等
合
わ
せ
て
29
名
は
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
案
内
役
の
女
性
自
衛
官
と
行
動
し
、
駐
屯
地
医
務
室
、
会
計
隊
事
務

室
、
車
両
整
備
工
場
、
生
活
隊
舎
、
厚
生
セ
ン
タ
ー
、
各
種
装
備
品
の
見
学
及
び

隊
員
食
堂
で
の
体
験
喫
食
、
ま
た
、
制
服
試
着
体
験
、
車
両
体
験
試
乗
及
び
暗
視

眼
鏡
体
験
の
各
種
自
衛
隊
体
験
を
通
じ
て
、
自
衛
官
の
勤
務
環
境
・
生
活
環
境
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

 

元
米
海
軍
大
将
ウ
イ
リ
ア
ム
・
マ
ク
レ
イ

ヴ
ン
氏
が
、
母
校
の
テ
キ
サ
ス
大
学
の
卒
業

式
で
行
っ
た
有
名
な
ス
ピ
ー
チ
が
あ
る
。
彼

は
大
学
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
こ
こ
で
始

ま
る
こ
と
が
世
界
を
変
え
る
」
を
テ
ー
マ
に

約
８
，
０
０
０
人
の
卒
業
生
達
に
語
っ
た
。 

 
 

 

地
と
家
族
会
・
隊
友
会

各
地
区
会
と
の
初
の
合

同
開
催
で
あ
る
「
京
都

府
家
族
支
援
担
当
者
会

同
」
に
お
い
て
、
担
任

区
域
役
割
の
認
識
を
共

有
す
る
と
と
も
に
、
新

た
に
「
京
都
府
隊
友

会
」
と
の
連
携
も
開
始

し
、
関
係
を
深
め
て
い

ま
す
。 

 

令
和
に
入
り
、
５
月

は
安
否
確
認
の
支
援
を

要
望
す
る
宇
治
駐
屯
地

所
在
隊
員
に
対
し
、
京

都
府
に
お
け
る
家
族
支

援
の
担
任
区
域
等
の
説

明
を
実
施
し
、
６
月
は

家
族
会
役
員
宅
で
実
施

し
て
い
る
「
自
衛
隊
応

援
団
長
の
日
」
（
家
族

会
会
員
と
隊
員
・
家
族

と
の
交
流
の
場
）
に
お

い
て
、
関
西
補
給
処
に

お
け
る
家
族
支
援
の
進 

 

め
方
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

７
月
の
「
自
衛
隊
応

援
団
長
の
日
」
は
、
念

願
で
あ
っ
た
隊
員
家
族

と
京
都
府
自
衛
隊
家
族

会
の
顔
合
わ
せ
を
初
め

て
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
、
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。 

 

今
後
は
、
宇
治
駐
屯

地
納
涼
盆
踊
り
行
事
に

併
せ
て
隊
員
家
族
と
京

都
府
自
衛
隊
家
族
会
と

の
顔
合
わ
せ
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
宇
治

駐
屯
地
所
在
隊
員
以
外

で
支
援
を
要
望
す
る
隊

員
と
の
顔
合
わ
せ
を
実

現
す
べ
く
調
整
を
積
み

重
ね
、
家
族
会
及
び
隊

友
会
と
の
連
携
を
更
に

深
化
し
て
、
家
族
支
援

態
勢
の
充
実
・
強
化
を

図
る
予
定
で
す
。 

 
 

 

こ
れ
ら
の
案
内
を
通
じ
て
同
行
す
る
女
性
自
衛

官
と
の
距
離
を
縮
め
、
女
性
自
衛
官
の
体
験
談
紹

介
や
グ
ル
ー
プ
毎
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
す
っ

か
り
打
ち
解
け
た
様
子
で
大
変
な
盛
り
上
が
り
と

な
り
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

受
験
し
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
」
「
皆
さ
ん
が

本
当
に
楽
し
そ
う
で
、
親
と
し
て
安
心
し
ま
し

た
。
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
自
衛
隊
に
対

す
る
理
解
と
親
近
感
の
向
上
に
繋
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 

島
根
地
方
協
力
本
部
は
、
今
後
も
部
隊
と
一
体

と
な
っ
た
広
報
活
動
を
展
開
し
、
自
衛
隊
の
認
知

度
向
上
と
職
業
と
し
て
の
自
衛
隊
へ
の
理
解
向
上

に
努
め
て
参
り
ま
す
。 


